
ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。
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人 の 権 利

い る 。 地 球 は 丸 く て 、 山 が あ り 広 い 海が あ り 、 川 や 砂 漠 、 平 原 、 氷 河 、 深 い森 林 等 、 豊 か で 変 化 に 満 ち て い る 。 花咲 く 並 木 の あ る 町 が あ り 、 人 の 大 切 な暮 ら し が あ る 。 幾 多 の 生 物 と 一 緒 に 生き る 人 の 営 み が あ る 。 積 み 重 ね た 歴 史が あ り 文 化 が あ る 。　
地 球 上 に 幾 つ の 国 が あ る か 知 ら な い

が 、 人 の 心 は 国 境 な ど 易 々 と 越 え て 繋が り あ う 。 互 い を 思 い や る こ と が 出 来る 。 な の に 、 何 故 ？

　
ウ ク ラ イ ナ の 国

が 破 壊 さ れ る の を 見 る の は 悲 し い 。 母親 が 小 さ な 子 供 の 手 を 握 り 逃 げ る 姿 は

　
写 真 集 「 い つ か は 行 き た

い 一 生 に 一 度 だ け の 旅 ・ ベス ト ５ ０ ０ 」 を 毎 日 開 い て

正 視 で き な い 。 第 二 次 世 界 大 戦 の 激戦 地 沖 縄 で 、 ガ マ の 中 で 恐 怖 の 目 をし て 抱 き 合 う 親 子 の 姿 が 重 な る 。　
人 の 権 利

　 　 　

永 田 弘

木 立 の 上 に 、 ／ 空 が あ れ ば い い 。 ／大 き な 川 の 上 に 、 ／ 風 の 影 が あ れ ばい い 。 ／ 花 と 鳥 と 、 光 差 す 時 間 。 ／か す か な も の 、 さ さ や か な も の だ 、／ 人 の 生 き る 権 利 と い う も の は 。 ／朝 、 お 早 う と い う 権 利 。 ／ 食 卓 で 、い た だ き ま す と い う 権 利 。 ／ 日 の 暮れ 、 さ よ な ら ま た ね と い う 権 利 。 ／幸 福 と は 、 単 純 な 真 実 だ 。 ／ 必 要 最小 限 プ ラ ス １ 。 ／ 人 の 権 利 は そ れ に尽 き る か も し れ な い 。 ／ 誰 の だ ろ うと 、 人 生 は 片 道 。 ／ 行 き 行 き て 、 帰り 着 く ま で 。

宿
　
酔

詩 集 『 山 羊 の 歌 』 よ り

朝 、 鈍 い 日 が 照 つ て て　 　

風 が あ る 。

千 の 天 使 が　 　

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル す る 。

私 は 目 を つ む る 、　 　

か な し い 酔 ひ だ 。

も う 不 用 に な つ た ス ト ー ヴ が　 　

白 つ ぽ く 銹

（ さ ）

び て ゐ る 。

朝 、 鈍 い 日 が 照 つ て て　 　

風 が あ る 。

千 の 天 使 が　 　

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル す る 。
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「 千 の 天 使 」 の バ ス ケ ッ ト ボ ー ル は 酔 眼 に 浮 か ぶ 幻 想 と も 頭 痛
が も た ら す 幻 聴 と も 解 さ れ ま す 。 日 差 し や 風 、 艶 を 失 っ た ス トー ブ と い う 現 実 感 の あ る 描 写 と 交 錯 さ せ な が ら 、 二 日 酔 い 独 特の 心 境 を 巧 み に 表 現 し て い く と こ ろ に 、 詩 人 な ら で は の 感 性 とユ ー モ ア を 感 じ さ せ ま す 。

�
（ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

� 豊 ）

現 Ｂ Ｊ Ｗ 認 定 世 界 ス ト ロ ン グ
ヘ ビ ー 級 王 者 ・ 岡 林 裕 二

山 口 市 出 身 の 熊 川 リ  ン  グ  ア ナ が 企 画

大 日 本 プ ロ レ ス が 山 口 市 初 興 行４ 月  ２ ８ 日

　
大 日 本 プ ロ レ ス の 山 口

大 会 が 、 ４ 月

2 8日  （ 木 ）  午

後 ６ 時 半 か ら 、 や ま ぐ ちリ フ レ ッ シ ュ パ ー ク （ 山口 市 大 内 長 野 ） で 開 か れる 。 山 口 市 出 身 の 熊 川 悠司 リ ン グ ア ナ ウ ン サ ー（

2 6）  が 企 画 し 、 初 め て の

同 市 で の 興 業 が 実 現 した 。 サ ン デ ー 山 口 な ど 後援 。　
２ ０ １ ４ 年 に 明 治 大 に

進 学 す る ま で 山 口 市 で 過ご し た 熊 川 さ ん が プ ロ レス の 試 合 を 生 で 見 た の はそ の 前 年 。

1 3年 ５ 月 に 維

新 百 年 記 念 公 園 で あ っ た青 空 天 国 い こ い の 広 場

で 、 同 市 出 身 の プ ロ レ スラ ー ・ 大 谷 晋 二 郞 率 い るプ ロ レ ス 団 体 ・ ゼ ロ ワ ンに よ る 「 い じ め 撲 滅 」 をテ ー マ に し た チ ャ リ テ ィー プ ロ レ ス だ っ た 。 また 、 山 口 朝 日 放 送 で 研 修し た の が き っ か け で 、 アナ ウ ン サ ー を 志 す よ う にも な っ た 。

1 9年 に リ ン グ

ア ナ ウ ン サ ー と し て 同 団体 に 採 用 さ れ 、 同 年 ７ 月に デ ビ ュ ー し た 。　
大 日 本 プ ロ レ ス は 、 １

９ ９ ４ 年 に グ レ ー ト 小 鹿ら が 設 立 。 蛍 光 灯 や 有 刺鉄 線 な ど さ ま ざ ま な 道 具を 使 っ て も 良 い 「 デ ス マ

林 裕 二 （ 第

2 0代 Ｂ Ｊ Ｗ 認

定 世 界 ス ト ロ ン グ ヘ ビ ー級 王 座 ）  、 関 本 大 介 、 橋本 大 地 （ 第

5 7代 Ｂ Ｊ Ｗ 認

定 タ ッ グ 王 者 ）  、 神 谷 英慶 （ 同 ）  、 ア ブ ド ー ラ ・小 林 、 浜 亮 太 ら 。　
山 口 大 会 の 対 戦 カ ー ド

は 未 定 だ が 、

 （ ２ 面 へ ）

ッ チ 」 で 人 気 を集 め 、 今 は 肉 体同 士 の ぶ つ か り合 い で 魅 せ る「 ス ト ロ ン グ 」路 線 も 定 着 。 現所 属 選 手 は 、 岡
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 １ 行 記 事　 ２ １ 日 午 前 １ ０ 時 半 か ら 新 山 口 駅 北 口 駅 前 広 場 で 特 産 品 フ ェ ア 。 寒 漬 、 ピ ク ル ス 、 秋 穂 饅 頭 等 、 山 口 市 南 部 地 域 の 産 品 や ポ ル ボ ロ ン の 新 商 品 な ど も 並 ぶ 。

見 て 聞 い て 感 じ る 「 体 感 で き る 」 バ ッ グ た ち

Mi z u k a r a E v e r y D a y

温 暖 化 と め る っ ち ゃ
ネ ッ ト ワ ー ク や ま ぐ ち
（ 山 口 市 環 境 政 策 課 内 ）

☎ 0 8 3- 9 4 1- 2 1 8 1

コ ー ヒ ー 豆 袋 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト

　 「 私 た ち の バ ッ グ は 、 ハ ン サ ム で す 」 。 コ ー ヒ ー 豆 袋

再 生 プ ロ ジ ェ ク ト を 主 宰 す る キ ャ リ ア コ ン サ ル タ ン ト

の 井 野 上 一 美 さ ん は 、 そ う 胸 を 張 る 。 コ ロ ナ 禍 に お い

て 相 談 を 受 け る 中 、 持 続 可 能 な 社 会 に つ い て 考 え る 機

会 が 増 え た と い う 。 そ こ で 出 会 っ た の が 、 世 界 4 7 カ 国

か ら 日 本 へ コ ー ヒ ー を 運 び 、 役 目 を 終 え た 豆 袋 。 遠 い

異 国 で の 収 穫 者 ・ 輸 送 者 と の 物 語 が た っ ぷ り 詰 ま っ て

い る の に 、 た だ 捨 て ら れ る 姿 を 目 の 当 た り に し 、 “ 世

界 に 一 つ ”  の 手 作 り バ ッ グ に し よ う と ひ ら め い た 。

　 約 3 カ 月 か か る 再 生 工 程 は 、 麻 袋 を き れ い に す る こ

と か ら 始 ま る 。 ま ず は 裏 表 の ホ コ リ を 入 念 に 取 る 。 続

い て 、 お 風 呂 の 浴 槽 な ど で 手 洗 い 。 濡 れ る と 重 さ も 尋

常 で は な く な り 、 ひ っ く り 返 す の も 一 苦 労 だ 。 1 枚 水

洗 い す る の に 約 5 時 間 か か る と い う 。 柔 軟 剤 等 で 仕 上

げ た ら 、 風 通 し の よ い 日 陰 で 3 日 以 上 乾 燥 さ せ る 。 ア

イ ロ ン が け 、 再 度 の ホ コ リ 取 り 、 サ イ ズ 測 定 ・ デ ー タ

ベ ー ス 化 を 経 て 、 よ う や く 縫 製 作 業 が ス タ ー ト す る 。

　 豆 袋 は 、 思 い を 共 に す る 山 口 市 内 3 軒 の コ ー ヒ ー 店

な ど が 提 供 し て い る 。 今 後 は 「 S D G s に 興 味 や 関 心 の

あ る 個 人 ・ 組 織 な ど と の コ ラ ボ な ど 、 バ ッ グ 事 業 を 日

々 ア ッ プ グ レ ー ド し て い く 」 と 意 気 込 ん で い る 。

住 所 ： 山 口 市 小 郡 令 和 1- 1- 1

　 　 　 K D DI 維 新 ホ ー ル 内 M e g ri b a

M AI L ： mi z u k a r a 2 0 2 2 @ g m ail. c o m

団 体 名

「 C O O L C H OI C E 」 （ ク ー ル チ ョ イ ス ） と は 、 家 庭 や 職 場 な

ど 日 常 生 活 の 中 で 、 脱 炭 素 社 会 づ く り に 貢 献 す る 製 品 へ の

買 い 替 え や サ ー ビ ス の 利 用 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 選 択 な ど 、

温 暖 化 対 策 に 資 す る あ ら ゆ る 「 賢 い 選 択 」 を 促 す 国 民 運 動

で す 。 山 口 市 内 で 取 り 組 ま れ て い る 「 C O O L C H OI C E 」 な

取 り 組 み 事 例 を 、 5 回 連 載 で 紹 介 し ま す 。

実 践 し て い た だ く た め の 参 考 に し て く だ さ い 。

Mi z u k a r a E v e r y D a y

お 問 い 合 わ せ

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　
暖 か い 日 も 増 え 始 め 、 花 見 シ ー ズ ン の 到 来

を 感 じ る よ う に な っ て き た 。 日 本 気 象 協 会 が発 表 し た 山 口 県 （ 下 関 市 ） の 桜 の 開 花 予 想 日
（

1 7日 時 点 ）

は 、 平 年 よ り も ２ 日 早 い

2 4日 。

４ 月 第 １ 週 の 週 末 に は 見 頃 を 迎 え る 。 今 年 も新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 、 大 人 数 で の 集ま り は 自 粛 傾 向 が 見 ら れ る 。 テ イ ク ア ウ ト や少 人 数 で の 会 食 と い っ た 「 新 し い 生 活 様 式 」で 、 春 の 訪 れ と 季 節 の 味 を 楽 し ん で み て は ？

　
ソ メ イ ヨ シ ノ な ど 約 １

７ ０ 本 が 公 園 を 彩 る 。 夜間 は 、 日 本 三 名 塔 に 数 えら れ る 国 宝 瑠 璃 光 寺 五 重塔 が ラ イ ト ア ッ プ さ れ 、桜 も 美 し く 浮 か び 上 がる 。　
２ ０ ０ 本 ほ ど の ソ メ イ

ヨ シ ノ が 川 の 両 岸 に 植 えら れ て お り 、 約 ６ ０ ０ ㍍に わ た り 桜 並 木 が 続 く 。開 花 時 期 に 合 わ せ て ラ イト ア ッ プ が 実 施 さ れ 、 夜桜 も 楽 し め る 。　
山 口 市 内 が 一 望 で き る

栄 山 公 園 に は ソ メ イ ヨ シノ な ど 約 １ ５ ０ 本 が 、 そば に あ る 其 中 庵 公 園 周 辺に は 、 オ ゴ オ リ ザ ク ラ な

ど 約

4 0本 が 植 え ら れ て い

る 。　
阿 知 須 の 街 を 見 渡 せ る

小 高 い 丘 に 立 つ 塔 周 辺 には 、 約 １ ２ ５ 本 の ソ メ イヨ シ ノ が 咲 く 。 ２ ０ １ ９年 に 遊 歩 道 が 整 備 さ れ 、岡 山 桜 園 ま で の 散 策 も 楽し め る 。　
山 口 市 内 最 南 端 の 草 山

岬 か ら 間 近 に 見 え る 周 防灘 と 、 遊 歩 道 の 途 中 に ある 約 １ 千 本 の ソ メ イ ヨ シノ と の コ ン ト ラ ス ト が 美し い 。　
参 道 に は ソ メ イ ヨ シ

ノ 、 エ ド ヒ ガ ン ザ ク ラ 、シ ダ レ ザ ク ラ 約 ３ ０ ０ 本が 咲 き 誇 り 、  「 ピ ン ク のト ン ネ ル 」 の よ う な 雰 囲気 に な る 。　
美 し い ソ メ イ ヨ シ ノ 約

６ ０ ０ 本 の 桜 並 木 が 湖 岸や 県 道 ４ ８ ９ 号 沿 い を 彩る 。 森 林 セ ラ ピ ー 基 地で 、 ド ラ イ ブ は も ち ろん 、 ウ オ ー キ ン グ も 楽 し

め る 。　
大 正 洞 の 入 口 に は 約 １

０ ０ 本 の ソ メ イ ヨ シ ノ が並 び 、 ４ 月 上 旬 に は シ ダレ ザ ク ラ も 淡 紅 色 の 花 を咲 か せ る 。　
約 ２ ０ ０ 本 の ソ メ イ ヨ

シ ノ が 川 岸 に 並 ぶ 。 夜 間は ラ イ ト ア ッ プ さ れ 、 川の 水 面 に 映 る 桜 も 楽 し める 。

山 口  ・  美 祢 市 内 の 桜 名 所 紹 介
テ イ ク  ア  ウ ト で お 花 見 は  い  か が  ？一  の 坂 川

（ 山 口 市 後 河 原 ）

栄 山 公 園  ・  其 中 庵 公 園

（ 山 口 市 小 郡 ）

岡 山 霊 廟 塔 周 辺

（ 山 口 市 阿 知 須 ）

厚 狭 川 河 川 敷

（ 美 祢 市 ）

大 正 洞

（ 美 祢 市 ）

草 山 公 園

（ 山 口 市 秋 穂 ）

徳 佐 八 幡 宮

（ 山 口 市 阿 東 ）

大 原 湖 畔

（ 山 口 市 徳 地 ）

香 山 公 園

（ 山 口 市 香 山 町 ）



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ３ 月 １ ９ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

　
前 節 ホ ー ム 琉 球 戦 は 、

２

－

３ と 惜 敗 。 今 シ ー

ズ ン よ り 完 全 移 籍 加 入 した ＃

1 3大 槻 選 手 が 前 半

2 1

分 先 制 に 成 功 し 、 後 半 ２分 に も 得 点 し ま す が 、 ２度 追 い つ か れ 、 後 半

3 1分

に は 相 手 に 逆 転 を 許 し てし ま う 形 と な り ま し た 。名 塚 監 督 は 「 非 常 に 悔 しい 敗 戦 」 と し 、 大 槻 選 手

は 「 ま だ ま だ 得 点 は 少 なく 、 こ れ に 満 足 す る こ とな く 、 も っ と も っ と 点 を取 り た い 」 と 次 戦 へ の 意気 込 み を 語 り ま し た 。　
本 日 ３ 月

1 9日 の ア ウ ェ

イ 大 分 戦 は 、 昭 和 電 工 ドー ム 大 分 に て 午 後 ２ 時 キッ ク オ フ 。 Ｄ Ａ Ｚ Ｎ な どか ら 熱 い 応 援 を 、 よ ろ しく お 願 い し ま す ！

 １ 行 記 事　 ２ １ 日 （ 月 ・ 祝 ） ま で 、 山 口 道 場 門 前 商 店 街 （ 山 口 市 ） で 「 ど う も ん さ く ら ま つ り 」 が 開 催 中 。 買 い 物 金 額 に 応 じ て 、 空 く じ 無 し の 抽 選 会 に 参 加 で き る 。

（ １ 面 よ り ） デ ス マ ッ チ
は 行 わ な い 。  「 ５ 月 ５ 日

（ 木 ・ 祝 ）  の ビ ッ グ マ ッ
チ 、 横 浜 武 道 館 大 会 の 前哨 戦 と な る 山 口 大 会 は 、タ イ ト ル マ ッ チ を 控 え た選 手 達 の 激 し い 戦 い が 見ら れ る は ず 」 と 熊 川 さん 。 ま た 、 熊 川 さ ん と 同じ く 山 口 市 出 身 の 永 尾 颯樹 （ ゼ ロ ワ ン 所 属 ） の 参戦 も 決 定 し た 。 湯 田 中 の生 徒 だ っ た 頃 に 大 谷 晋 二郎 の 講 演 を 聞 き 、 プ ロ レス ラ ー を 志 し た

9 8年 生 ま

れ の 選 手 。 山 口 県 初 凱 旋と な る 。　
前 売 り 券 は 、 最 前 列 ５

千 円 、 指 定 席 ３ ５ ０ ０ 円で 、 お お す み 観 光 （ 山 口市 朝 田 ）  、 や ま ぐ ち リ フレ ッ シ ュ パ ー ク 、 コ ン ビニ 端 末 な ど で 購 入 可 能 。当 日 券 は 各 ５ ０ ０ 円 高 。

「 山 口 の 子 ど も た ち に 、
プ ロ レ ス の 楽 し さ を 伝 えた い 」 と 、 小 学 生 以 下 は無 料 、

1 8歳 以 下 は １ ５ ０

０ 円 で 入 場 で き る （ 学 生証 や 身 分 証 の 提 示 が 必要 ）  。 問 い 合 わ せ は 大 日本 プ ロ レ ス （

☎
０ ４ ５

－

５ ０ ７

－ １ ７ ５ １ ） へ 。
希 望 者 は 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 電 話 番

号 、 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・ 話

題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） を 明 記

し 、 は が き か メ ー ル （ あ て 先 は 題 字 横

参 照 ） で サ ン デ ー 山 口 「 大 日 本 プ ロ レ

ス 」 係 へ 。 2 8 日（ 月 ）必 着 。 当 選 発 表 は 、

発 送 を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

招 待 券 ペ ア ５ 組

載 「 聞 か せ て 」 中 「 ２ ００ ０ 年 」 と あ る の は 「 ２０ ２ ０ 年 」 の 誤 り で す 。お 詫 び し て 、 訂 正 さ せ てい た だ き ま す 。 

㈱ サ ン デ ー 山 口

お 詫 び と 訂 正

1 6

日

     

（ 水 ）  付 掲

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ３ 月 １ ９ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


